
（２）男女の理解・信頼と敬愛の指導に生かす

　性に関わる問題行動における指導の基本的な考え方は，性とは人間の生き方在り方

そのものに関わるものであるということである。したがって児童生徒に対して，性の

在り方，異性に対する考え方や行動，人間関係のつくり方などが正しく形成されるよ

うに努めることが必要となってくる。

性に関わっては，「異性とどうつきあっていけばよいのか分からない」「恋愛は勉

強の妨げになる」「ブルセラ等の性の商品化」「援助交際」「家出」「妊娠・中絶」等，

児童生徒を取り巻く状況は深刻である。

　
　こうした状況の中で，問題行動として発生する形態は多様であるが，性に関する問

題行動は，児童生徒の心身の健全な発達を阻害するばかりでなく，場合によってはい

びつな異性観が形成されたり，人間性をも傷つけてしまう等，重大な内容をももって

いる。現象としての問題行動の防止にとどまらず，性を人格の基本的部分として捉え

ることが大切である。

また，性に対して，正しい知識を与えるとともに，児童生徒が生命尊重，人間尊重，

男女平等等の精神に基づく正しい異性観をもち，望ましい行動をとれるように援助し，

人格の完成，豊かな人間形成に資することができるようにすることが大切である。

　
　そこで，道徳の時間においては，生命の尊重の精神を育てることや，自己をじっく

りと見つめることによって自己理解を深めるとともに，独立した人間それぞれの個性

を尊重し，他者に対する信頼や敬愛の念を育むことが大変重要である。その上で，自

分の異性に対する姿勢を見直すきっかけとなるような指導をする必要がある。さらに，

保健体育における性に関する指導等との関連を生かした指導の工夫が望まれる。

　

【 異性のここがすき 】

さっぱりしている　      素直　   　自分とは違うものをもっている

やさしい　     おもしろい　      ねばり強い　 　  器用

 おもしろい　      けんかしてもすぐ仲直りできる

【 異性のここがいや 】

落ち着きがない　        うるさい　     デリカシーがない      　

すぐおこる　    集団になってせめてくる　      自己中心的      

けじめがない              自分勝手

　　　　　　　　　　『心のノート』中学校用　Ｐ５１　「同じ一人の人間として」
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